
 

 

 

 

  

 

１月 11日（木）に、令和 6年度の役員候補者の方々と、現代表の方々による顔合わせが行われました。Ｐ

ＴＡ規約第 8条により、来年度の校内の活動を行う役員は、現小学部2年生の保護者の方になります。現在、

来年度役員の方を相談していただいています。なお、正式な役員の承認は、４月に開催のＰＴＡ総会で行われ

る予定です。 

また、令和 6年度の市Ｐ連への参加をはじめとする対外的な活動を行うのは、ＰＴＡ規約第 21条により、

現小学部３年生の保護者の方が中心となります。 

 市Ｐ連関係では、１月26日（金）に、令和 5年度の第 2回目の研修会が健康福祉総合センターにて行わ 

れました。「大人も子どもも『いま ここ』を大切に！-子育ての合言葉は それでいいよ だいじょぅぶ-」 

というテーマでの講演会で、本校からは 1名の会員の方が代表として参加されました。ありがとうございま 

した。 

今後ともＰＴＡ活動にご理解とご協力をよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

1 月 15 日（月）１６日（火）の両日午前の時間に、高等部１学年 1組を対象に、福祉事業所の方をお招き

して、校内実習を行いました。当日はボールペンの組み立て作業に取り組みました。 

 生徒たちは、「とにかく頑張る」・「集中して取り組む」等の目標を発表した後、部品説明 

や工程の説明を受け、それぞれ作業を開始しました。 

 どの生徒も、丁寧に組み立てること、また、部品を補充したいときや出来上がったときに 

は、相手にしっかりと報告することができました。 

1 月１７日（水）に高等部 1学年２組を対象に校内実習を行いました。朝はラジオ体操をした後に、「マーブ

リング」を行いました。初めは緊張した様子でしたが、絵の具を垂らすとバッド内の水面に色が広がる様子を

見て緊張がほぐれた様でした。 

 その後は、音楽を聴きながら足浴を行いました。どの生徒も気持ちよさそうな表情で、リ 

ラックスしていました。 

 いつもと異なる時間割で、1日を通じて活動を行いましたが、どの生徒もそれぞれの活動 

に取り組むことができました。 

 COCOOでいろいろなイベント、研修会をご案内していますが、その中に、地域ケアプラザが行っているも

のがあります。ダンスや音楽の発表会では、参加者を募集しているものもありました。連絡をすれば、駐車場

を確保していただけるケアプラザもありますので、気になるイベントがありましたら直接お問い合わせくださ

い。仏向地域ケアプラザにダンス発表会のイベントの問い合わせをしたときにも、快く、駐車場の確保をする

とお返事をいただけました。地域ケアプラザのパンフレットは、保護者控室にありますので、必要な方はお取

りください。 
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 港南区の家族会は、港南区役所、基幹相談支援センター、社会福祉協議会、学校の支援者が集まり、家族会

の代表者とともに運営をしています。1 月の会は、左近山特別支援学校を会場に福祉車両の関係者をお招きし

て、福祉車両の展示会、座談会を行いました。本校の保護者の方にもご参加いただきました。 

日産ライフケアビーグルより「セレナチェアキャブ車いす２名仕様 NV２００バネット車いす１名仕様 キ

ャラバンチェアキャブ車いす４名仕様」 トヨタハートフルプラザより「ボクシ―車いす 2名仕様 シエンタ

車いす 1名仕様」の5台が駐車場に展示されました。車両についてそれぞれの企業より説明を受けながらリフ

ト操作を見せていただきました。 

 座談会では、保護者から「雨の日に濡れないようにドアの上に傘をさせるとよい。」「車いすの日よけは大き

いので、置く場所に困っている。」「バックモニターがあるが、スロープを出せるかどうかがわかりにくい。」「車

いすの高さだけではなく、幅も…スロープの幅ももう少し広いとよい。」「きょうだい児の席もしっかり欲しい

から車いすが大きくても三列目に乗れるとよい。」などの要望を伝えることができました。 

企業の担当者も「保護者の生の声が聞けて良かった。すぐに改善できなくても、要望を部署に伝えます。」と

お話ししてくださいました。 

また、今回、学校にある大きめの車いすをモデルにしましたが、大きさによって乗らない車もありました。

「車いすが乗るかどうかはぜひ、実際に確かめて欲しい。」とアドバイスがありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 横浜市内では初めての「インクルーシブ遊具広場」が、昨年、小柴自然公園（金沢区）にオープンしました。 

「インクルーシブ遊具広場」とは、障害の有無などに関わらず、すべての子どもたちが一緒に遊べることを 

目指した遊具広場のことで、例えば、車いすのまま乗ることができる遊具や、スロープ付き遊具など、体を動

かすことが難しいお子さんも利用しやすい遊具を設置しています。ぜひ遊びに行かれてはいかがでしょうか？

インターネットなどで「小柴自然公園」と検索すると、詳細が分かるかと思います。 

 藤沢市ですが、「秋葉台公園トリム広場」にもインクルーシブ遊具広場があります。写真は、トリム広場のス

ロープで上がれる遊具、しっかりとしたベルトのあるブランコです。 

 また、世田谷区ですが「砧公園」にもあり、横浜からだと第三京浜を通れば、行きやすいと思います。 

 

 コーディネーター（橋本）行ってきました！         進路専任（髙橋）は、 

                              砧公園（世田谷区）に行ってきました！ 

 

 

 

 

         

令和 6年 1月 19日（金）福祉車両展示会   

～港南区自立支援協議会重症心身障害児者家族会サンフラワーあったかいね～ 

インクルーシブ遊具広場をご存じですか 



 


